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原　著

知的障害者施設に お け る職 員の 支援パ フ ォ
ー

マ ン ス に対 する

　　　　　　成果マ ネジメ ン ト ・ プロ グラ ムの 効果

自傷行動を示す 自閉性障害利用者に対する余暇支援遂行 に おける検討一

倉光　晃子 ・園山　 繁樹

　本研究 で は、知的障害者入所更生施設で勤務す る職員 に対 して、 自傷行動を示す自

閉性障害利用者に対する 自傷行動軽減 に効果 的な余暇支援 を遂行す るた め の 成果 マ ネ

ジ メ ン ト ・プ ロ グ ラ ム を行い 、対象職 員の 支援パ フ ォ
ーマ ン ス の 向上 及び対 象利用者

の 自傷行動軽減の 効果 を検討 した 。 まず、対象利用者 の 自傷行動が生起 しや す い 時間

帯 にお ける対象利用者の 行動 と対象職員の 支援 パ フ ォ
ー

マ ン ス に つ い て観察 し、その

後、応用行動分析学の施設内研修、対象利用 者の支援計画の 再検討、対象職員の 支援

遂行 に対する口 頭の 支持的 ・修正 的フ ィ
ー

ドバ ッ ク、支援経過 の ブ ラ フ ・フ ィ
ー

ドバ

ッ クを含めた成果 マ ネジ メ ン ト・プ ロ グラ ム を行 っ た 。 その 結果 、 対象職員 の 支援パ

フ ォ
ーマ ン ス が向上 し 、 対象利用者の 自傷行動が 軽減され 、代替する余暇従事が促進

され た 。 さら に 、 施設利用者の 支援目標の 達成に効果的な支援を職員が 遂行するため

の 必要な条件に つ い て考察 した 。

キー ・
ワ
ー ド ：施設職員　支援パ フ ォ

ーマ ン ス

　　　 　　　 傷行動　余暇支援

成果マ ネジ メ ン ト ・プ ロ グラ ム　 自

1 ．は じめ に

　 自閉性 障害の あ る 人 が 示す行動問題 に対 し

て 、応用行動分析学的ア プ ロ
ー

チ の 有効性が実

証 され て きて い る （例 え ば ， 奥 田 ， 2001）。 ま

た 、 行動問題に対 して 有効 な介入が 日常生活場

面 へ 拡大 され る に は 、文脈適合性 （contextual

fit） の 視 点か ら、応用行 動分析学 に 関す る知

識 ・技術を提供する者 と対象者や実際の 環境 を

よ く知 る者 との 協働的支援が 重要で ある こ とが

指摘 され （Albin，
　Lucyshyn

，
　Homer

，
＆ Flannery，

1996 ；平澤 ・藤 原 ・山本 ・佐 囲 東 ・織 田 ，

2003）、その 協働 的支援体制 に よ る効果が示 さ

れて い る （例 えば
，
Buschbacher

，
　Fox ＆ Clarke，

2004）。 しか し、 そ の 効果 をよ り明確にす る た

筑 波 大 学大 学 院 人 間総 合 科 学研 究 科

め には 、対象者の 行動変容だけで な く、外部支

援者が提供 した知識 ・技術 を基 に 、 実際に支援

を実施す る職員の 支援パ フ ォ
ーマ ン ス の 変容に

も焦点 を当て る こ とが 重要 で ある 。 それ は、福

祉現場に お ける 利用者の 行動問題の軽 減及び適

応行動 の 促進が継続、拡大 される ため に は 、 よ

り多くの施設職員の行動問題に 対する効果的な

支援 の 実践行動が促進され る こ とが望 まれ るた

め であ る （平澤 ら， 2003）。

　施設職 員に対す る ア プ ロ ーチ と して 、 支援技

能 の 獲得 を図 るス タ ッ フ
・トレ ーニ ン グ と、既

得技能の 活用や維持 を図る ス タ ッ フ ・マ ネジ メ

ン トが あげ られ る （内田 ， 2004）。 施設職員 に

対 して外部支援者が この よ うなア プロ
ー

チ を行

うこ とに よ っ て 、 施設職員の 効果的な利用者支

援パ フ ォ
ー

マ ン ス が促進 され る こ とが 期待で き
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る と考え られ る。 Parson
，
　Rollyson

，
　and 　Reid

（2004）は 、 知 的障害者の デ イサ
ービ ス 場面に

おい て 、 指導員が利用者 の 機能的な課題従事の

促進に対する 有効な支援 を遂行する ため に 、指

導員に対 して 成果 マ ネ ジメ ン ト （outcome 　man −

agement ）を実施 した 。 成果 マ ネジ メ ン ト （out −

come 　management ） とは 、ス タ ッ フ の ス
ーパ ー

ビジ ョ ン の 形式 に応用行動分析学の 要素 を取 り

入れ たス タ ッ フ ・トレーニ ン グ、 ス タ ッ フ ・
マ

ネジメ ン トの 方略 パ ッ ケ
ージで あ り　（Everson

＆ Reid，1999 ；Reid，　Green ＆ Parson ，　2003 ）、  利

用者 の 目標 （outcome ） の 設定、  利用 者 の 目

標が達成 され るた め の ス タ ッ フ の 望 ま し い 支援

パ フ ォ
ー

マ ン ス の 設定、  支援場面の 利用者お

よびス タ ッ フ の行動観察、  利用者へ の支援内

容 （ス タ ッ フ の 行動）の 再 検討及び ス タ ッ フ に

対する ト レーニ ン グ、  ス タ ッ フ の 支援 パ フ ォ

ー
マ ン ス に対す る支持 的フ ィ

ー
ドバ ッ ク 、  ま

たは修正的 フ ィ
ー

ドバ ッ ク、 とい っ た 6 つ の ス

テ ッ プが 含まれ て い る 。 こ の よ うな成果 マ ネジ

メ ン トを行 っ た こ と で 、 利用者の 課題従事 に対

して 効果的な指導員の 関わ りが 増加 し、また利

用 者 の 課 題従 事 が 促 進 さ れ た と示 し て い る

（Parsons　et　aL ，　2004）。

　先行研究 にお い て 成果 マ ネ ジ メ ン トが 実施 さ

れ た例の 中に、利用者の行動問題 に対す る支援

遂行の 検証 は見当た らない
。 しか し、 成果 マ ネ

ジメ ン トを用 い た施設職員 へ の ア プ ロ ーチ は 、

施設職員の 行動問題 に対す る支援 パ フ ォ
ー

マ ン

ス の 変容、及び利用者の行動問題の 軽減に も有

効性を示す可能性が ある と考 え られ る 。 そこ で 、

本研究で は知的障害者入所更生施設 を利用する

自閉性障害の 女性が 示す行動問題 に 対 し て 効果

的な余暇支援を実施するた め に 、 施設職員 に対

して 成果 マ ネ ジ メ ン ト ・プ ロ グ ラ ム を行 っ た 。

そ して 、 施設職員の支援パ フ ォ
ー

マ ン ス の 変容

と、利用 者の 行動問題 の 軽減及 び余暇従事促進

に対する有効性 を検討する こ とを目的 と した 。

∬．方法

　 1．参加 者

　　（1） 対象職員 ：知的障害者入所更生施設 A

園に勤務する女性職員 3 名であ っ た 。 職員 B は

A 園が社会福祉施設の 初任施設で 、A 園勤務歴

が 4 年 目で あ り、 当時対象利用者の 担 当者で あ

っ た。職員 C は社会福祉サービ ス 職務歴が 2 年

目で 、A 園勤務 1 年目で あ っ た 。 職員 D は A 園

が社会福祉施設の 初任施設で 、 勤務歴が 3 年 目

で あ っ た 。 3名 とも年齢 は20代前半で あ っ た 。

なお 、対象職員に つ い て は 、A 園全職員に 本研

究 の 実施 内容 を口頭及び書面で説明 し、対象利

用 者の 担当職員で あ る職員 B に協力依頼を し、

承諾 を得た 。 また、その 他数名の 女性職員 に協

力依頼 を し、参加希望が あ っ た 職員 C ・D に協

力 を得た 。

　　（2） 対象利用者 ：知的障害者入所更生施設

A 園を利用す る 重 度の 知的障害 を伴 っ た 自閉性

障害の 女性 1 名 （以下， E さん）で あ っ た 。 研

究開始 当時は 27歳で あ っ た 。 養護学校高等部を

卒業 してか ら A 園 に入所 し、研究開始当時で入

所 9 年 目で あ っ た 。 単語 レ ベ ル の 発語 は可能だ

が 、自発的な発話 は 生起する こ とが 少な く、他

者の 手 を引 っ 張 っ た り、動かす な どの ク レー ン

現象が先行 して 生 じる こ とが多か っ た 。 他者の

言葉に よる指示に従 うこ とは概 ねで きた 。 また、

平仮名や 片仮名 を読 んで 理 解する こ とが で き、

A 園の 施設生活の 流 れや 帰省 まで の ス ケジ ュ
ー

ル を文字や 写真で 示す支援が行われ て い た 。 夕

食後の 余暇時間に手足 の 自傷行動が生 起す る と

の こ とだ っ た 。 不安感や 緊張、興奮状態 を軽減

するため に テ グ レ ト
ール 、 リ ス パ ダ

ール 、 オ
ー

ラ ッ プ 、 ジプ レ キサ、ロ ドピ ン を服薬 して い た 。

療育手帳の 判定はA 判定で あ っ た 。

　　（3） 外部支援者 ：発達障害 を中心 とした障

害者支援方法論を専攻す る大学 院生 1名 （第
一

著者）が外部支援者で あ り、 A 園施設長の 依頼

によ り、 6年前 よ り月に 4 回程度 A 園 を訪問 し、

職員へ の ア ドバ イ ス 等を行っ て い た 。

　 2 ．支援実施期間 と支援実施者

　 本研究は 、 X 年 4 月〜X ＋ 1年 3月に実施 し
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知 的 障 害者施 設 に お け る 職員の 支援 パ フ ォ ーマ ン ス に対する成 果 マ ネ ジ メ ン ト・プ ロ グ ラ ム の 効果

Step　1 対象利用 者の 自傷行動 に閏す る情報 収集及 び

　 　 余暇支援 の 支援 計画 （対象利用者の 目標 ・職貝の 支援目標〉の 確認

↓

Step 　2 　観 察期 に ける 余暇 時間の 対象利 用者 の 様子及 び 職員 の 支援 の 行動観 察

↓

Step　3　応用行 動分析学に 関する内部研修

↓

Step　4　対象利 用者の 余暇支援 の 支援 計画 （対象利 用著の 目標

　 　 再検討

職 員の 支 援 目標 ） の

↓

Step　5．　6　対象職 員の 余暇 支援遂 行 に対 す る Il頭 フ ィ
ードバ ソ ク及 び

　 　 　 支援経過の グ ラ フ　 フ ィ
ードバ y ク

Fig．1　本研究 で 実施 した成果 マ ネジ メ ン ト ・プ ロ グ ラ ム の 流れ

た 。 本研究で 実施 した成果 マ ネジ メ ン ト ・プ ロ

グラム の 流れ をFig．1に示 した 。 外部支援者は

観察期 における行動観察 、 応用行動分析 学に 関

する研修、対象職員の 支援遂行 に対す る口頭 の

フ ィ ー ドバ ッ ク及び支援経過を グ ラ フ 化 した も

の を提 示 したグ ラ フ
・

フ ィ
ー ドバ ッ ク を行 っ

た 。 なお 、 E さんに対す る直接支援 は 、 対象職

員で ある 3 名の 女性職員が行 っ た 。 セ ッ シ ョ ン

の頻度 は、応用行動分析学 の研修後の 支援 マ ニ

ュ ア ル ＋ ブ イ
ー

ドバ ッ ク （以 下 ， FB ）条件 以

降の セ ッ シ ョ ン につ い て は、各対象職員 が月に

約 3 回の 宿直担当 日が ある ため、各月に お い て

約 9 回の セ ッ シ ョ ン を実施 した 。 従 っ て、セ ッ

シ ョ ン間の 間隔は約 3 日　（各対象職員の 実施セ

ッ シ ョ ン の 間隔は約 10日）で あ っ た 。 観察期の

セ ッ シ ョ ン は、 3セ ッ シ ョ ン （各対象職員の 宿

直担当日に 1 セ ッ シ ョ ン ずつ ）実施 した 。

　 3．手続 き

　　（1） ケース 会議に おけ る対象利用者に関す

る情報収集 と個別支援計画の 確認 ：外部支援者

が A 園の ケ ース 会議に 出席し、 E さん担当の 職

員 B とその 他の 職員 に 対 して 、 夕食後の 余暇時

間に おける E さん の 自傷 行動 などの 行動問題の

反応型 、 生 起頻度や 強度に つ い て 聞き取 りを行

っ た 。 また 、 当時 の E さん に立 て られ た個別支

援計画の 余暇時間に関す る支援 目標 と職 員の 支

援内容 に つ い て 確認 した 。

　　（2） 観察期にお ける余暇時間の対象利用者

及び対象職員 の 行動観察 ：余暇時間にお ける E

さん の 様子 、 自傷 行動が生起する状況 、 及 び対

象職員の E さ ん に対する 関わ りの 様子 を外部支

援者が直接観察 した 。

　　〔3〕 応用行動分析学 に関す る研修 ：外部支

援者が A 園 の 全職員 を対象 に 、 応用行動分析学

に関す る研修を実施 した 。 研修は、A 園の 施設

行事予定の都 合に 合わせ て X 年 6 月 と X 年 7 月

に実施 した （1 回約 120分）。 1 回 目 の 研修で は

「行動変容法入門』 （Miltenberger， 2001） を参考

に し、   強化 ・弱化 の 原理 、   行動の 形成 （シ

ェ イ ビ ン グ） とプ ロ ン プ ト・フ ェ イデ ィ ン グ 、

  課題分析 と行動連鎖、につ い て 研修を行 っ た 。

2 回 目の 研修で は 『入 門 ・問題行動 の 機能的ア

セ ス メ ン トと介入』 （Carr ＆ Wilder
，
1998） と

「選択機 会 を拡 げるチ ョ イス ・ア レ ン ジ メ ン ト

の 工 夫』（Bambara ＆ Koger， 1996） を参考 に 、

  問題行動 の 機能的ア セ ス メ ン ト、   機能 に応

じた問題行動の 支援方法、  余暇 に関す る支援、

に つ い て研修を行 っ た。

　　〔4） ケース 会議 にお ける対象利用者の 余暇

時間の 支援 計画 の 再 検討 ：ケ
ース 会議 にお い

て、観察期 にお け る E さん の 余暇時間の 自傷行

動が 生起す る状況か ら推測 され る 自傷行動生起
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に関す る仮説 につ い て 職員 と協議 した 。 そ して 、

自傷行動 を軽減 させ 、余暇活動に従事する仮説

に つ い て 協議 し、 そ の 仮説を基 に職員が 実施可

能で 、 E さ ん の 自傷行動軽減に効果的な余暇支

援計画 を検討 し、対象利用者の 余暇時間にお け

る支援 目標 、 職員が行 う支援 内容 を具体的 に立

案した 。

　次 に、 E さん の 好きな余暇活動の ア セ ス メ ン

トを行 っ た。E さん の 好 きな余暇活動 に つ い て、

職員 B と母親か ら聞 き取 りを行 っ た 。 そ の 後 、

得 られ た情報を基 に、外部支援者が 余暇時間に

余暇の ア イテ ム を E さんに提供 し、 従事で きる

か を確認 し、従事可能な余暇 の ア イテ ム を余暇

支援で 使用する こ とと した。

　　  　行動の 定義 ： E さん の 余暇従事行動 と

して 、以下の 行動 を定義 した 。 E さんが選択 し

た 、 または対象職員が提供 した余暇活動 に従事

するこ と 、 ス ケ ジ ュ
ール ボー ドに丸 をつ ける こ

と、余暇活動の アイテ ム を片づ ける こ ととした 。

こ れ らの 余暇従事行動 をE さん の 標的行動 とし

た。 また 、 E さん の 自傷行動を 、 手の 平 また は

足の 裏を指で 押 さえ る こ と 、 爪 で 引 っ 掻 い た り

皮 をむ くこ とと定義 した 。

　 対象職員の 余暇支援 に お ける 支援 パ フ ォ
ーマ

ン ス の 定義は、以 下の 余暇支援の 手続 きに お け

る下位行動項 目とした 。   19時30分の E さん の

服薬後、 E さん に余暇 活動写真カ
ー

ドの リ ン グ

フ ァ イル とス ケ ジ ュ
ールボ ー ドを提示 し 、 や り

た い 余暇活動を 2 つ 選択す る よ うに促す （1 つ

の 余暇活動に従事し
， 終了 させ る た め に 約30分

要す るた め）、   E さん が選択 した余暇活動 の

ア イテ ム を渡す 、   余暇終了時間まで に E さん

が余暇活動 に従事 して い る様子 を 2 回以上見に

行 き褒め 言葉 をか ける、  自傷行動 を し て い る

の を見か けた ら、再度余暇活動写真カー ドの リ

ン グ フ ァ イル を提 示 し別 の 活動 を行 うか尋 ね

る 、  E さん が手助 けを求めた り何か事物 を要

求 した時 は対応する 、   余暇活動 が終了 した ら

ス ケ ジュ
ール ボー ドに丸が つ い て い る こ とを確

認 し褒め 言葉をか け、一
緒に片づ ける 。

　　 （6） 研究デ ザ イ ン ：対象職員の 支援 パ フ ォ

一マ ン ス の 変容につ い て は 、 対象者間多層ベ ー

ス ラ イ ン ・デザ イン を用 い た 。 また 、 対象利用

者の 行動変容 に つ い て は、場面間多層 ベ ース ラ

イ ン ・デザ イ ン を用 い た 。

　　（7） E さん の 余 暇時 間の 支援 計 画の 手続

き ：ケ
ー

ス 会議にお ける E さん の 余暇支援計画

の 再検討 と 、 E さん の 好 きな余暇活動の ア セ ス

メ ン ト結 果に基づ き、 余暇支援 の 手続 きを立 案

した。具体的 な支援手続 きは、上 記の 3．手続

きの （5＞行動の 定義にお い て 、 対象職員の 余暇支

援にお け る支援 パ フ ォ
ー

マ ン ス の 定義 として 示

した 6 つ の 下位行動項 目と した 。

　　（8） 余暇支援遂行にお ける 対象職員に 対す

る手続 き ：

　　 1 ）支 援 マ ニ ュ ア ル ・FB な し条件 （7 ，

13セ ッ シ ョ ン の み ） ：こ の 条件 は対 象職員 C 、

D に対 し て 実施 した 。 A 園で の 研修 とケ
ース 会

議 で の E さん の 余暇 時間 の 支援 計画 の 再検討

後、観察期か ら支援 パ フ ォ
ー

マ ン ス に変化が見

られ るか 、また E さん の 余暇時間の 行動に変化

が 見られ るか を確認 した 。

　　 2 ）支援 マ ニ ュ ア ル ＋ FB 条件 ：こ の 条件

は対象職員全員に対 して実施 した 。 支援 マ ニ ュ

ア ル は E さ ん 担 当の 職 員B と作成 した もの で、

Fig ．4に示 した 。 こ の 条件 の 最初 に支援 マ ニ ュ

ア ル を対象職員に提示 し、対象職員が 余暇時間

の 支援を実施 した 。 外部支援者は対象職員 の 支

援 パ フ ォ
ーマ ン ス を観察 し 、 余暇時 間の 終了後

に 対象職員に対 して 口頭で フ ィ
ー ドバ ッ ク を行

っ た 。 口 頭 フ ィ
ー ドバ ッ ク の 内容は 、   E さん

の 余暇従事 と自傷行動生起を確 認 し、  支援 パ

フ ォ
ー

マ ン ス の 下位行動項 目の 実施及 び良 い 対

応 を行 っ た点に つ い て言語賞賛を含め た肯定的

フ ィ
ー

ドバ ッ クを し、  支援パ フ ォ
ーマ ン ス の

下位行動項 目に相応し くない 対応を行っ た 点に

つ い て 修正点 を挙 げる修正的 フ ィ
ー ドバ ッ クを

5分程度で 行 っ た 。 また、支援経過 における変

化 を明確 に示すため に 、 対象職員 に対 して 支援

経過 をグラ フ 化 したもの を月 1 回提示する グ ラ

フ
・

フ ィ
ー

ドバ ッ ク を行 っ た 。

　　 3 ） FB 撤去条件 1 ： こ の 条件 は対象職員
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知 的 障 害者施 設 に お け る 職員の 支援 パ フ ォ
ー

マ ン ス に 対する 成果マ ネジ メ ン ト ・プ ロ グ ラム の 効果

全員に対 して 実施 した。外部支援者に よ る支援

パ フ ォ
ー

マ ン ス の 直接観察 、 支援終 了後の 口頭

ブ イ
ー ドバ ッ ク 、 月 1 回の グ ラ フ

・
フ ィ

ー ドバ

ッ ク を中止 した 。

　　 4 ）FB 撤去条件 2 ： こ の 条件は 、職 員 B

の み に対 して 実施 した。余暇支援にお ける支援

パ フ ォ
ー

マ ン ス の 下位行動項 目の   余暇終了時

間まで に E さん が余暇活動 に従事 して い る様子

を 2 回以上見に行 き褒め言葉をか ける、の 下位

行動項 目を行わ な い こ と とした （職員の 負担を

軽減す るた め ）。 そ して 、 職 員 B の 余 暇支援 の

支援 パ フ ォ
ーマ ン ス の 遂行 と 、 E さん の 余暇従

事およ び 自傷行動の 様子 を確認 した 。

　 4．記録方法とデ ータ処理

　　（1） 対象利用者 ：19時30分の 投薬後か ら20

時30分の 余暇終了時 まで の E さん の 様子 、 及 び

対象職員の E さん に対する関わ りの 様子 を ビデ

オカ メ ラ で 録画 した 。

　 E さん の 行動記録は、19時30分の投薬後か ら

20時 30分の 余暇終了時 まで の 時間を10秒イ ン タ

ーバ ル に分割 し、 各イ ン ターバ ル の 自傷行動 、

余暇従事行動の 生起 を観察 し、 記録する10秒 イ

ン ターバ ル 観察法を用 い た 。 そ の 記録を基 に、

自傷行動生 起率お よ び余暇従事率を以 下 の 式で

算 出した 。

　 自傷行動生起率 （％） ＝自傷行動が観察され

た イ ン タ
ーバ ル 数／全 イン ターバ ル 数 x100

　余暇従事率 （％ ） ＝ 余暇従事行動が観察 され

た イ ン ターバ ル 数／全 イ ン ターバ ル 数 x100

　また、 自傷行動の 強度 レ ベ ル を、レ ベ ル 1 ：

手の 平 を指で 押 さえる 、 レ ベ ル 2 ：手の 平 を爪

で 引 っ 掻 く、 皮 をむ く、 レ ベ ル 3 ：出血 に至 る

まで続ける、で 示 した 。

　　（2） 対象職員 ：対象職員の 行動記録 は、 19

時30分の 投薬後か ら20時30分の 余暇終了時まで

の 時間を 1分 イ ン タ
ーバ ル で 分割 し、 各イ ン タ

ーバ ル にお ける E さん へ の 関わ りの 生起 を観察

し 、 記録する 1分 イン タ ーバ ル 観察法 を用 い た 。

3．手続 きの（5）の 行動の 定義で 示 した余 暇支援

にお ける支援パ フ ォ
ー

マ ン ス の 下位行動 項 目及

び E さん に余暇活動 を提供す る 、 余暇従事に対

して 褒め る とい っ た行動を余暇に 関す る関わ り

と し、余暇に関する 関わ り生起率 を以下の 式で

算出 した 。

　余暇 に関する関わ り生起率 （％ ）＝E さん に

対 して余暇支援 で 対象職員が 実施すべ き下位行

動項 目が生 起 した イ ン ターバ ル 数／全 イ ン ター

ノi丿レ数 x100

　 それ以外の E さん との 関わ り （出血 の 対処 ，

電話の要求へ の対応な ど）を余暇以 外の 関わ り

と し、余暇以外の 関わ り行動生起率を以 下の 式

で 算出 した 。

　余暇以外 の 関わ り生起率 （％） ＝余暇支援で

対象職員が実施すべ き下位行動項 目以外の E さ

ん との 関わ り行動 が生起 したイン ターバ ル 数／

全 イ ン タ
ーバ ル 数 × 100

　そ して 、 余暇に関す る関わ り生 起率と余暇以

外の 関わ り生起率 を合計 して 、 関わ り生 起率を

算出 した 。

　 さ らに、 E さん の 余暇支援 に おける支援 パ フ

ォ
ー

マ ン ス の 全下位行動項 目の うち 、 実際に遂

行した下位行動項目 を観察 し 、 記録 した 。 その

記録 を基 に、余暇支援遂行率を以 下 の 式で 算 出

した。

　余暇支援遂行率 （％） ＝ 遂行 した支援パ フ ォ

ー
マ ン ス の 下位行動項 目数／遂行すべ き支援パ

フ ォ
ー

マ ン ス の 全下位行動項 目数 × 100

　 5．観察者間一致率

　各対象職員の 支援実施場面 を記録 した全 デ
ー

タの 30％ に つ い て 、 2 名 の 観察者が独立 し て 観

察記録用紙 を用い て観察を行 っ た 。

一致率 を求

めた具体的 な記録内容 は 、 各対象職員の E さん

に対する関わ りの 生起 、 及び E さん の 自傷行動

の 生起、余暇 従事行動の 生起 とした 。 2 者 間の

記録が一致 した数 を全 記録 数で 除 した もの を 、

一致率として 算出 した 。

　 6．社会的妥当性の評価

　FB 撤去条件の 終了後、対象職員 3名に対 し

て社会的妥 当性の ア ン ケ
ー トを依頼 し、 全 11項

目の 質問 に対 し て 5 件法で 回 答 して もら っ た

（Fig．　7参照）。
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皿．結果

　 1．ケース 会議 における対象利用者 に関する

　　情報収集 と支援計画の確認

　E さん の 自傷行動 に つ い て 、ケ
ー

ス 会議にお

い て E さん担 当の 職員 B 及び他の 職員 に聞 き取

りを行 っ た 。 E さん の 自傷行動 は 、 手の 平 を引

っ 掻 い た り、皮をむ い た りして 、出血 する まで

続ける との こ とだ っ た 。 また、傷口 に瘡蓋がで

きる と、 そ れ を指 で押 さえた り、 は が して 自傷

行動を繰 り返 した。手の 自傷行動を起こ さ ない

よ うに手袋 をつ ける ように した ら、 足の 裏 に同

様の 自傷 をす る よ うに なっ た 。 自傷行動が 起 き

や す い 時間帯 は夕食後 の 余暇時間に生起す る こ

とが多 い との こ とだ っ た 。また 、当時の E さん

の余暇支援に 関する支援計画の 支援 目標 は 、 夜

の 余暇時間 （19時 30分か ら20時30分 の 間）、 本

人が好 きなもの を選択 して 、 余暇時 間を充実 さ

せ 自傷行動 を軽減 させ る こ とだ っ た 。 職員の 支

援内容は、女性の 宿直職員が夜 の 余暇時間に音

楽や創作活動な ど本人が 好きな もの を提供す る

と計画 され て い た 。

　 2．観察期にお ける余暇時間の対象利用者及

　　び対象職員の 行動観察

　　（1） 対象職員の 支援の 様子 ：職員 B が宿直

の 時 （1 セ ッ シ ョ ン）に は 、 E さん の 『で んわ』

（「自宅に電話 した い 」の 意味）の 要求に は応 じ

たが、支援計画に示され て い た E さん の 好きな

活動を提供す るな どの 余暇 に 関連す る支援の 関

わ りは見られな か っ た 。 職員 C が 宿直の 時 （2

セ ッ シ ョ ン ）には、 E さんが 自傷行動を起 こ し

て 出血 した。 E さんが絆創膏 を要求 した時 、 傷

の 処置 を行 っ た 。 E さんが 『こ しょ こ し ょ』と

言 っ て ス キ ン シ ッ プ を求めて きた時はそ れ に応

じた。 しか し、支援計画に示され て い た E さん

の 好 きな活動 を提供す るな どの 余暇 に 関連す る

支援 の 関わ りは見 られ なか っ た 。 職員 D が宿直

の 時 （3 セ ッ シ ョ ン） は 、 女子棟 で余暇時間 に

カ ラオ ケ を行 うこ と とな り、 職員 D か ら E さん

をカ ラ オ ケ に誘 い か ける こ とが 見られた 。 カ ラ

オケ を歌 うE さん に対 して歌詞 カ ー
ドを渡 した

り、歌 い 終わ っ たら褒め る様子が 見られ た 。 1

曲歌い 終わ っ て 居室に戻 っ て か らは、余暇活動

を提供する こ とは なか っ たが 、E さんが 『で ん

わ』や 『CD 』の 要求に対 して 応 じた 。

　　（2） 対象利用 者の様子 ： 1 セ ッ シ ョ ン で

は 、 宿直だ っ た職員 B に対 して 『でん わ 』と言

っ て要求 し自宅 に電話 を しに居室か ら出るこ と

が あ っ た 。 そ れ以 外 は 、 居室 に 居 て 居室の TV

をつ けるがあ まり見て い ない 様子で 、消灯まで

居室の ベ ッ ドに胡坐 をか い て座 っ て お り、 独 り

言を言っ た り、上半身を揺ら した り、手の 平や

足 の 裏を爪で 引 っ 掻い た り皮を剥い て い た 。 2

セ ッ シ ョ ン で は、居室 か ら出て行き宿直だっ た

職員 C に対 して 『こ し ょ こ し ょ 』 と言っ て ス キ

ン シ ッ プ を求め る こ とが あ っ た 。 職員 C に くす

ぐられ る と声 を出 して 笑 っ て い た 。 それ以外は

居 室で ベ ッ ドに座 っ て 、 1 セ ッ シ ョ ン と同様の

様子で あ っ たが 、 手 の 平 を自傷し出血 して しま

っ た 。 3 セ ッ シ ョ ン では 、 余暇時間にカラオケ

をする こ とに な り、宿直で あ っ た職員 D が E さ

ん をカ ラ オケに誘 うと出て きて歌 っ た 。 1 回歌

うと居室 に戻 り、
ベ ッ ドに座 っ て い た 。 しば ら

くして、職員 D に 『でん わ 』と言 っ て要求し自

宅 に電話 をしに職員室 に行き、その 後職員 D に

『CD 」 と言 っ て要 求 し、職員 D か らCD を受け

取 り、居室に戻 っ て 床 に座 り上 半身を揺 らしな

が ら聞い て い た 。

　 3．ケース 会議での 対象利用者 の支援計画の

　　再検討

　Fig，4 に、　 E さん の 余暇時間の 自傷行動 に 関

す る機能的ア セ ス メ ン トに基づ い た余暇支援の

支援計画 の修正案 を示 した 。 A 園で の 研修実施

後、ケ
ー

ス会議にお い て E さん の 余暇支援 の 支

援計画 を再検討 した 。 まず 、 観察 された E さん

の 余暇時間における 自傷行動が 生起する状況 か

ら推測 され る 自傷行動生起の 仮説 につ い て 職員

と協議 した。そ の結果、居室です る こ とが な い

こ と、手の 平や足の 裏の 瘡蓋や傷痕 、 剥けた皮

な どが 自傷行動の 先行条件 と し て あげ られ 、 手

の 平や足 の 裏 を引 っ 掻 い た り皮 をむ くとい う自

傷行動を起こ し、 その 結果感覚刺激 を受 けて 暇

な時間を過 ご し、 出血 して しまうまで続 ける こ
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知的障害者施設 に お け る職 員 の 支援パ フ ォ
ー

マ ン ス に対する成 果 マ ネ ジ メ ン ト・プ ロ グ ラ ム の 効果

Fig．2　余暇活動写真カードの リ ン グ フ ァ イ ル 　　　　　　 Fig．3　ス ケ ジ ュ
ー

ル ボ ー
ド

※各余暇活動が 終了 し た ら
， 写真 カ ードの 右横 の

　空欄 に丸をつ け る欄を 設定 した．

●余暇 時間に お け る 自傷行動の仮 説

喉 ◇
　　 　

Q 余暇活動 に従事する仮説

⇒

畢

◇

余暇支援の 支援計画の 再検討

支援マ ニ ュ ア ル

＊ E さんの 余暇時間の 支援 目標　夜の 余暇時間に好 きな活動に 取 り組む．
＊ 対 　職 員の 支 援パ フ ォ

ー
マ ン ス の ド位行動項 目．

Fig．4　E さんの 余暇支援 の 自傷行動に 関する機能的ア セ ス メ ン トに基づ い た余暇支援の

　　　　 支援計画 の 修正案 （支援マ ニ ュ ア ル の 作成）
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とか ら、 自傷行動の 機能は、感覚刺激 の 獲得 と

い う仮説が 立 て られ た 。 そ し て 、自傷行動を起

こ さずに済む仮説 として、代替行動 を余暇活動

に従事する こ とと し、そ の先行条件として 、本

人 に と っ て 明確 な余暇の 選択機会が 設定 され て

い る こ と、 結果条件 と して 余暇に従事する こ と

に よ っ て楽しみ が 得 られ る 、 また は職員に 褒 め

られ る と い う仮説が考 え られ た 。 そこ で 、E さ

ん が余暇に従事す る支援 として 、研修 で 紹介 し

た セ ル フ ・ス ケ ジ ュ
ー

リ ン グ （Bamabara ＆

Ager，1992） を参考 に 、 対象職員が E さん の 好

きな活動 を複数提示 し余暇時間の ス ケ ジ ュ
ール

を作 り、選択 した活動が 全 て で きた ら褒め る と

い う支援内容 に決定 した 。

　 E さんの好 みの 余暇活動 の ア セ ス メ ン トを行

っ た結果 、 E さん担当の 職員 B と母親の 聞 き取

りか ら、カ ラ オ ケ 、CD 鑑賞、塗 り絵、切 り絵

などの 制作活動 、 絵本読み 、 編み物や刺繍 、 ビ

ーズを使 っ た手芸 、
パ ズ ル が好 み の 余暇活動 と

して 挙 げられた 。 こ の 情報 を基に外部支援者が

実際に A 園で提供可 能な もの を E さ んに提示す

る と、取 り組 むこ とがで きた 。 従 っ て 、余暇支

援で提供する余暇ア イ テ ム は、縫い さ し （画用

紙 に描 か れ た絵 を毛糸で 縫 うもの ）、 ビ ーズ、

パ ズ ル 、CD 、 き り絵 、 ぬ り絵 の 6 つ と した 。

余暇時間に余暇活動写真 カー ドの リン グ フ ァ イ

ル （Fig．2参照）か ら 2 つ の 余暇活動 を選択 し

て もらうこ ととした 。 選択 した 写真 カ ー
ドは 、

ス ケ ジ ュ
ール ボー

ド （Fig，3参照）に貼 り付け、

各余暇活動が終了 した ら写真 カ ー ドを貼 る欄 の

右横の 欄に丸を書 くよ うに した 。

　 4．支援の 結果

　 余暇時間における対象職員の 関わ り生起率及

び余暇支援 遂行率をFig ．5に、余暇時間に お け

る E さ ん の 余暇従事率、自傷行 動生起率及 び 自

傷レ ベ ル の推移 をFig．　6に示 した。

　　 （1） 観察期 ：職員の 支援パ フ ォ
ー

マ ン ス に

つ い て は、 1 セ ッ シ ョ ン は職 員 B が宿直で 、関

わ り生起率 は12％ 、 余暇支援遂行率 は 0％ であ

っ た 。 E さん の 余暇時間の 様子 は 、 自傷行動生

起率が 6 ％、自傷 レ ベ ル が レ ベ ル 2 、余暇従事

率が 0 ％ で あ っ た。 2 セ ッ シ ョ ン は職員 C が宿

直で、関わ り生起率 は 5％ 、 余暇支援遂行率は

0 ％ で あ っ た。 E さん の 様子は、自傷行動生 起

率が ll％ 、 自傷 レ ベ ル が レベ ル 3で、手の平の

自傷行動で出血 した 。 余暇従事率 は 0 ％で あ っ

た。 3セ ッ シ ョ ン は職員 D が宿 直で 、 関わ り生

起 率が 20％ 、余暇支援遂行率が 60％ で あ っ た 。

E さん の 様子 は、自傷行動生起率が 18％、 自傷

レ ベ ル が レベ ル 2 、余暇従事率が 8 ％ で あ っ

た 。

　　（2〕 支援マ ニ ュ ア ル ・FB なし条件 ： 7 セ

ッ シ ョ ン は 職員 C が 宿直 で 、関 わ り生起率が

2 ％ 、余暇支援遂行率が 0 ％ で あ っ た。 E さん

の 様子 は 、 余暇従事率が 0 ％ 、 自傷行動生 起率

が29％、自傷 レ ベ ル はレ ベ ル 2 で あ っ た 。 13セ

ッ シ ョ ン は職員 D が 宿直で 、関わ り生起 率が

9 ％ 、余暇支援遂行率 は 0 ％ で あ っ た 。 E さん

の 様子は 、 余暇従事率が 0％ 、 自傷行動生起率

が 26％ 、 自傷 レ ベ ル が レ ベ ル 3 で 手 の 平の 自傷

で 出血 した 。

　　 （3） 支援 マ ニ ュ ア ル ＋ FB 条件 ：職員 B の

セ ッ シ ョ ン で は 、関 わ り生起率が 平均 22％ 、余

暇支援遂行率が 4 セ ッ シ ョ ン と17セ ッ シ ョ ン は

80％ で 、そ の 他の セ ッ シ ョ ン は 100％で あ っ た 。

E さん の 様子は 、余暇従事 率が平均83．9％、自

傷行動生起 率が平均0．75％、自傷 レ ベ ル が 、15

セ ッ シ ョ ン と21セ ッ シ ョ ン では レ ベ ル 2、25セ

ッ シ ョ ン で は レ ベ ル 1で あ っ た 。 職員 C の セ ッ

シ ョ ン で は、関 わ り生起率が平均 26．2％ 、余暇

支援遂行 率が llセ ッ シ ョ ン で は67％で あ っ た

が 、そ の 他の セ ッ シ ョ ン で は 100％ で あ っ た 。

E さん の 様子 は 、 余 暇従事率が平均88．4％ 、 自

傷行動生起率 が平均0．2％ 、 自傷 レ ベ ル が 9 セ

ッ シ ョ ン で は レ ベ ル 1 、24セ ッ シ ョ ン で は レ ベ

ル 2で あ っ た 。 職員 D の セ ッ シ ョ ン で は、関わ

り生起率は平均24．5％ 、余暇支援遂行率は 19セ

ッ シ ョ ン で 80％ であ っ たが 、そ の 他の セ ッ シ ョ

ン は 100％で あ っ た 。 E さん の 様子 は 、 余暇従

事率が平均87．1％ 、 自傷行動生起率が平均0．7％ 、

自傷 レ ベ ル が 18、 19、 33セ ッ シ ョ ン で は レ ベ ル

2 、29セ ッ シ ョ ン で レ ベ ル 1 で あ っ た 。
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　　　　　　　　　　　Fig．5　余暇時 間 に お け る 対象職員 の 関わ り生起率及 び余暇支援遂行率

※ デ ータ の な い セ ッ シ ョ ン は、各対象職員 が宿直担当日 で はなか っ たため、余暇支援 を実施 しなか っ た こ

　 と を 示 し て い る．
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　　　　　　Fig．6　余暇時間におけるE さんの 余暇従事率、自傷行動生起率及び自傷 レ ベ ル の 推移

※ デ
ータ の な い セ ッ シ ョ ン は、各対象職 員が宿直担当日 で は な か っ た た め、余暇支援を実施 しなか っ た こ

　 と を示 して い る．
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■ とてもそ う思 う圖 そ う思 う口 どちらともい えな い 囲 そう思わない 匚］全 くそ う思わ な い

1．余暇時間中、余暇 活動に取 り組み、余暇の スケ
ジュ
ー

ル を遂行 できたか

2、余暇時間中の 自傷行 動は 軽 減 され たか

3 余 暇宣 援を実施 した 日 には余暇活動に取り組む
ことがぜだ したか

霊講 難臨 麟選顳i篆罫
レを

騾 ■ ■ ■ ■ 匿 飄 團 圃 讎 魍 驪 鹽 癰 鬮

5．余 暇 時 間の 様子 を見 に行 くことは ，余 暇従事の 促
進、自傷行動の 軽域に効果的だ っ たか

G．余暇の スケ ジュール 鮗 了後 に褒め 言 蘂 をか けた

反 応は 、余暇 従 事 の促 進 に効 果 的だ っ たか

7，余暇支援の 支援計画は．Eさんの 支援 目標達成
に有効なもので あったか

日．外部支援者が 行 な っ た研 修や 余 暇 支 援 実施 後 の

助言は 役立 つもの だっ たか

9 成果 マネジメン トヴ ログラム の プロセス は有効な
余暇支援を実施するために必要だ っ たど思 うか

10 成果 マ ネジメン ト・プロ グラムの 取り組みは、負
担が か か るものだ ったか

11 今後も成果マネジメン ト
・プログラムの 取 り組み

を継続して実施 したいと思うか

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 D　　　　　　　　　 1　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　 3

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 回答数

Fig．7　対象職員に対する社会的妥当性ア ン ケートの結果

　　（4） FB 撤去条件 1 ：職 員 B の セ ッ シ ョ ン

で は 、 関わ り生起率が平均 17％ 、 余暇支援遂行

率が 、28セ ッ シ ョ ン で は 67％、34セ ッ シ ョ ン で

は 80％ 、30セ ッ シ ョ ン で は 100％ で あっ た。 E

さん の 様子 は、余暇従事率が平均92％、自傷行

動生 起 率が 34セ ッ シ ョ ン で は 0，3％で 自傷 レ ベ

ル が レ ベ ル 2 で あ っ た 。 その 他の セ ッ シ ョ ン で

は 0 ％で あ っ た 。 職員 C の セ ッ シ ョ ン で は 、関

わ り生起率が平均28％で 、余暇支援遂行率が 全

セ ッ シ ョ ン 100％ で あ っ た 。 E さん の 様子 は、

余暇従 事率 が平 均 85％ で 、 自傷 行動生 起率が

0％で あ っ た 。 職員 D の セ ッ シ ョ ン で は 、 関わ

り生起 率が 平均26．5％ 、 余暇支援遂行 率が 全セ

ッ シ ョ ン 100％ で あ っ た 。 E さ ん の 様子 は 、余

暇従事 率が 平均77．5％、自傷行動生起率が 0 ％

で あ っ た 。

　 　（5） FB撤去条件 2 ：こ の 条件 は職員 B の

み に実 施 した 。 職員 B の 関 わ り生起 率が平 均

12％、余暇支援遂行率が、38セ ッ シ ョ ン で 80％ 、

41 セ ッ シ ョ ン で 100％ で あ っ た。 E さ ん の 自傷

行動が 38、41セ ッ シ ョ ン と も 0 ％、余暇従事率

が 平均88％ で あ っ た 。

　 5．観察者間一致率

　各対象職員の 支援実施場面 を記録 した全 デ
ー

タ の 30％ に つ い て、 2 名の 観察者が独立 して 観

察記録用紙を用 い て 観察を行 っ た。各対象職員

の E さん に 対 す る 関 わ りの 生 起 は 91 ，6％

（93．2％ 〜90．0％ ）で あ っ た 。 E さん の 自傷行動

の 生 起93．9％ （95．5％〜92、4％）、 E さん の 余暇

従事行動の 生起 は95．6％ （96．4％ 〜94．7％）で

あ っ た 。

　 6 ．社会的妥当性の結果

　対象職 員 に対 す るFB 撤 去条件終 了後 、 各対

象職 員 に社会 的妥 当性 の ア ン ケ
ー

トを依頼 し

た 。 そ の 結果 をFig．7に示 した。対象者の 余暇

従事の 定着、自傷行動の 軽減につ い て 質問 した

質問 1 〜 3 に対 し て 、「と て もそ う思 う』、『そ

う思 う』の 回答が得 られ た 。 自傷行動軽減 、 余

暇活動従事 に対する余暇支援内容 の 効果 に つ い

て 質問 した 質問 4 〜 6 に 対 して 、 『と て もそ う

思 う』、『そ う思 う』、『どち らと もい えな い 』の

回答が 得られた 。 対象職員に対して実施 した成

果マ ネジ メ ン ト・プ ロ グラ ム の 有効性 、 必要性

に つ い て 質問 した質問 7〜llに対 して 、 『とて

もそ う思 う』、「そ う思 う』 の 回答が 得 られ た 。

また、負担が か か る取 り組み だ っ たか とい う質

問に対 して、『そ う思 わ な い 』、「全 くそ う思 わ

な い 』の 回答が 得られ た 。

N ．考察

　本研究で は、知的障害者入所更生施設 を利用

する 自閉性障害の 女性が示す行動問題の 軽減に
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効果的な余暇支援 を遂行ため に、施設職員に対

して外部支援者が 成果 マ ネジ メ ン ト ・プ ロ グ ラ

ム を実施 した 。 その 対象職員の 支援パ フ ォ
ーマ

ン ス の 変容 に対す る効果及び対象利用者の 行動

変容の 効果 に つ い て 検討する 。

　 対象 職員の 支援 パ フ ォ
ー

マ ン ス 変容 に つ い

て 、観察期で は、当初支援計画で立て られ て い

た 対象利用者の 好きな活動を提供す る などの 余

暇 に関連する支援 は 、 職員 D が カ ラオケ に誘 う

こ と以外 は 、 ほ と ん ど行わ れ て い なか っ た 。 ま

た、対象利用者 に関わ る時間も少 なか っ た。し

か し、外部支援者が応用行動分析学に関する研

修実施後、ケ
ー

ス会議にお い て支援計画 を再検

討 して 対象利用者の 支援 目標 と対象職員の 支援

の 目標行動 を明確に し、 実際 の 支援場面で外部

支援者が 口頭の フ ィ
ー

ドバ ッ ク と、月 1 回の 支

援経過 の グ ラ フ
・

フ ィ
ー

ドバ ッ ク を行 うな ど し

た成果 マ ネジ メ ン ト ・プ ロ グラ ム を実施 した こ

とで 、 対象職員の 支援の 目標行動が適切 に遂行

され、対象利用 者に対する関わ り行動 も促進 さ

れ た 。 Parsons　et　al．（2004）と同様 に、成果 マ

ネジメ ン ト ・プ ロ グ ラ ム は対象職員が支援計画

における 支援 の 目標行動 を適切 に遂行する こ と

に有効で あ っ たこ とが示唆 され た 。 しか し、支

援 マ ニ ュ ア ル ・FB な し条件 を実施 した職員 C

と職員 D は 、応用行動分析学に 関す る研修 と支

援 計画 の 再検討後に支援パ フ ォ
ーマ ン ス を観 察

したが 、観察期と比 較 して 変容 しなか っ た。 職

員 C 、職員 D は対象利用者の ケ
ース 担 当で はな

く、 支援計画 の再検討に 直接関わ っ て い なか っ

たた め、支援パ フ ォ
ー

マ ン ス の 変容が見 られな

か っ た と考え られ る。また、研修が 支援パ フ ォ

ー
マ ン ス の 変容 に直接的な効果 を示 さなか っ た

こ とも示唆された 。 その 後 、 支援 マ ニ ュ ア ル ＋

FB 条件を実施す る と 、 対象職員 の 支援パ フ ォ

ー
マ ン ス が変容 した 。 こ の こ とか ら、支援パ フ

ォーマ ン ス の 変容 に対 して 支援 マ ニ ュ ア ル の提

示 が効果的で 、適切 な支援パ フ ォ
ーマ ン ス を維

持する こ とに フ ィ
ー

ドバ ッ クが 有効 で あ っ た こ

とが 示唆され た 。 しか し、 支援 マ ニ ュ ア ル とフ

ィー ドバ ッ クを同時に提示 したため 、 どち らの

効果で あ っ たか は 明確に され なか っ た。その 後、

FB 撤去条件を 実施 したが 、 対象職員全員の 余

暇支援遂行率 は高率で 維持 された 。 こ の こ とか

ら、 質の 高 い 支援 の 遂行 を維持で きた と言える 。

しか し 、 各対象職員の 余暇支援遂行率を見る と、

職員 B は 100％ を下 回 る結果の セ ッ シ ョ ン が あ

っ た 。 具体的に、 E さん に余暇ア イ テ ム の 写真

カー ドを選択 して もらう時に 、 E さん の 見 て い

る前 で余暇 ア イテ ム の カ
ー

ドを 1枚撤去する と

い っ た不適切 な提示 を行 っ た こ とが あ っ た 。 ま

た E さんが 余暇活動 を終えた後に 、『上 手に で

きた ね』や 『よ く頑張 っ て 作 っ た ね』 など の 明

確 な褒め言葉 をかけなか っ たこ とが数セ ッ シ ョ

ン で 見 られ た 。 支援マ ニ ュ ア ル ＋FB 条件に お い

て 修正 的な フ ィー ドバ ッ ク を行 っ て きたが 、 フ

ィ
ー ドバ ッ クを撤去す る と確実 に遂行で きなか

っ た 。職員 B へ の 介入 の 整合性 を高め るた め に

は、更なる フ ィ
ードバ ッ ク の 手続 きを導入する

必要がある と示唆 され る 。

　 対象職員の 支援 パ フ ォ
ー

マ ン ス の 変容 にお け

る利用者の 行動変容に つ い て 、 観察期お よび支

援マ ニ ュ ア ル
、 FB な し条件で は 、対 象職員が

余暇に 関す る支援 パ フ ォ
ー

マ ン ス や 関わ りが少

なか っ たため、対象利 用者の 余暇従事率は低 く、

自傷行動が 生起 し、出血 す る程の 強度 も見 られ

た 。 しか し、支援マ ニ ュ ァ ル ＋ FB 条件お よび

FB 撤去条件に お い て 対象職員 の 支援 パ フ ォ
ー

マ ン ス が 変容された こ と に よ っ て 、対象利用者

の 余暇従事率が上 昇 した 。 自傷行動 に つ い て は 、

観察期 と比較す る と自傷生起率は減少 した と言

える 。 以上の こ とか ら、職員の 支援パ フ ォ
ー

マ

ン ス の 変容に よ っ て 、対象利用者の 行動問題 を

軽減 し、余暇に従事する とい う支援計画の 目標

を達成す る こ とがで きた と言える 。 また 、 外部

支援者と職員で再検討した 、 E さん に対する セ

ル フ ・ス ケ ジ ュ
ー

リ ン グ （Bamabara ＆ Ager
，

1992：Bamabara ＆ Koger，1996） を取 り入れ た

余暇 時間の 支援計画の 内容 は 、 対象利用者に と

っ て 有効 なもの で あ っ た と言える 。本研究で は 、

19時30分に投薬した後に対象職員が余暇活動の

写真カ
ー

ドと ス ケ ジ ュ
ール ボ ー ドを提 示 して 、
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知 的 障害者施 設 に お け る職 員 の 支 援 パ フ ォ
ーマ ン ス に対 す る 成果 マ ネ ジ メ ン ト ・プ ロ グ ラ ム の 効果

余暇従事を行うこ とがで きた。 ケース 会議にお

ける支援計画の 再検討 の 協議にお い て 、女子職

員か ら、 E さん に余暇活動 を提供 して もす ぐに

終 わらせ て しまい 、 自傷行動の 軽減に繋が らな

か っ た ため 、 余暇活動 を提供す る 対応 を職員間

で 共通認識 を持 っ て実施す る こ とがで きなか っ

た と い う意見が あが っ た 。 そこ で 、E さんが 1

時間の 余暇時間に どの 程度の量の 余暇活動に従

事で きるか をア セ ス メ ン トした上 で 、 2 つ の 活

動を選択 しス ケ ジュ
ール を立て る 支援 に修正 し

た 。 こ の よ うに 、 外部支援者と施設職員で 支援

計画 の 再検討 の 協議の 機会を持っ た こ とに よ っ

て、 E さんの 自傷行動の 軽減に効果的で 、対象

職員が 実施可 能 な余暇活動の 提供方法 を検討 し

直す こ とが で きた と考え られ る 。 今後居 室に余

暇活動の 写真 カー ドとス ケ ジ ュ
ー

ル ボ
ー

ドを設

置 し て お い て 自発 的 に 余暇活動 を開始 で きれ

ば、より主体 的な余暇従事が定着で きる こ と と

な るだろ う。 しか し 、 全セ ッ シ ョ ン を通 して 見

る と自傷行動 その もの が 軽減され た とは言 い 難

い 。 支援 マ ニ ュ ア ル ＋FB 条件以 降の 自傷行動が

生起する状況 として 、 E さんが 余暇の ス ケ ジ ュ

ール を立 て た後に対象職員か ら余暇の ア イ テ ム

を受け取 る の を待っ て い る時に 自傷行動の 生起

が見 られた 。 こ の 状況の 自傷行動 を軽減する た

め には、 E さん と対象職員が
一

緒に余暇の ア イ

テ ム を取 りに行 くな ど、自傷行動が生起 しな く

て済 むよ うな余暇支援の 手続 きの 修正 を対象職

員 と検討す る必 要が あ る と考え られ る 。

　本研究で 実施 した成果 マ ネジ メ ン ト ・プ ロ グ

ラ ム に つ い て 、外部支援者は、A 園で 月 1 回行

われて い るケース 会議の 時間を活用 した り、 行

事予定を配慮 して 、 研修や 支援計画 の 再検討 を

行 っ た 。 また、対象職員の 支援パ フ ォ
ー

マ ン ス

の フ ィー ドバ ッ クは支援実施後に 口頭で 5 分程

度行 い 、グ ラ フ
・

フ ィ
ー ドバ ッ ク も月 1 回 の 頻

度で 行 っ た。フ ィ
ー ドバ ッ クを行 う中で 、対象

職員 より、 支援経過が 視覚的に確 認で きる こ と

は支援の 効果が実感で きて励み に な る とい う声

も聞か れ た 。 そ して 、 社会的妥当性の 結果か ら、

対象職員か ら成果 マ ネジ メ ン ト ・プ ロ グ ラ ム を

取 り入 れ た外部支援者 との 取 り組み で計画した

E さん の 目標達成 につ い て 、 また E さん の 目標

に対す る支援 内容の 有効性に つ い て高い 評価が

得られ た 。 また 、 成果 マ ネジ メ ン トを取 り入れ

た外部支援者 と の 取 り組 み の 必要性 が 確認 さ

れ 、この 取 り組み が対象職員 に とっ て負担で は

なか っ た とい う回答が得 られた 。 こ れ らの こ と

か ら 、 効果的 な成果マ ネ ジメ ン トの 取 り組み を

展 開するに は 、 その 施設で の 実践可能性 を考 え、

施設の 支援体制や職員の 勤務体制 を把握 し、成

果 マ ネジ メ ン トの 各要素 を組み込ん で 実施する

が必要で ある と示唆され た。こ の よ うに、施設

で の 実践可能性 と い う文脈適合性 （Albin　et　aL ，

1996；平澤 ら，2003）に 配慮 ・工 夫す る こ とは、

施設職員が利用者 に対す る効果的 な支援実施を

促 進 ため に重要 な視 点で ある こ とが 示 唆 され

た 。

　本研究 よ り、対象職員 に対 して成果 マ ネジメ

ン ト ・プ ロ グ ラ ム とい う多要素 の 条件を含ん だ

介入パ ッ ケージを実施す る こ とは 、 対象職員の

支援遂行及 び利用者の 支援 目標 の 達成 に 有効で

ある こ とが示 され た 。 施設利用者の 行動問題に

対す る 支援 を職員が 遂行する中で 、外部支援者

が有効 な支援 を実施する ため の知識 ・技術 を職

員に提供す る こ と、 利用者の 支援目標お よび職

員が実施す べ き支援内容の 目標行動 を明確 に計

画す る こ と、職員の 支援実施 に対 して 外部支援

者が フ ィ
ー

ドバ ッ ク を行 うこ とは、施設利用 者

の 支援 日標の 達成に効果的な支援 を職員が 遂行

する ために必要な条件で あ っ た こ とが示唆 され

た 。 しか し、 こ の 介入パ ッ ケ
ー

ジ にお ける 各々

の 要素 の 効果に つ い て は明確に され なか っ た 。

今後の 課題 として 、それ ぞれ の 要素の 効果を分

析する必要が ある。各要素の 効果が明確に なる

こ と に よ っ て 、多様な状 況における成果 マ ネジ

メ ン ト・プ ロ グ ラ ム の 活用 方法が 拡大 され る こ

とが期待 される 。
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Elkct  of  an  Outcome  Management  Program  for the Support Performance

of  the StaffS in the Institution for Individuals with  Intellectual Disability:

   Verification in Achieying  the Leisure Support  for an  Autistic Adult

               Occurring  the Selfiinjury Behayior

Akiko KURAMITSU  and  Shigeki SONOYAMA

  In this study,  we  implemented an  outcome  management  program  for the staffg  to achieve  the effec-

tive leisure support  and  thus reduce  the selfiirijury  behavior of  an  autistic  individual in a residential  in-

stitution  for Intellectual Disability. We  examined  the effect  of  the program  in increasing support  per-

formance of  the staffs and  decreasing the selfliajury behavior ofthe  individual. Initially, we  observed

the behavior of  the individual and  the support  performance of  the staffs  when  the selflini  ury  behavior

was  occurring  regularly,  We  then implemented  the eutcome  management  program, which  involved a

workshop  on  Applied Behavior Analysis, correction  of  the individual's support  plan, supportive  and

corrective  verbal  feedback, and  graphic feedback of  the process of  support.  The  support  perforrnance

of  the staffS  improved, the selfiojury  behavior of  the individual was  reduced,  and  engagement  in

leisure activities  was  promoted. This study  therefore  highlights the conditions  needed  fbr effective  sup-

port of  the staffs to achieve  targets in support  plans fbr the residents.

Key  Words: staff; support  performance, outcome  management  program, selriajury  behavior, leisure

         support
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